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Pejuang Revolusioner yang Keseplan.
hisma8,August1977.(邦訳は ｢天期ける
革命の思想- 伝説の革命家タン･マラカ｣

















巻,第 2巻 (押川典昭(訳) 鹿砦社 1979
年,1981年)
384
ものとなっている｡ なかでも, これまで謎に包ま
れてきた1948年9月のタン･マラカ釈放をめぐる
インドネシア共和国内部の政治力学 (例えば, マ
ディウン事件との関連性),および1949年 2月の
ゲリラ戦中の彼の死因を解き明かそうとした箇所
は,丹念な記録収集と関係者からの聞き取り証言
によって構成されたもので,速断は避けながらも,
説得力があってまことに興味深い｡ 本訳書は, た
んなる翻訳をこえて,『牢獄から牢獄へ』という稀
有の記録をすぐれた史料として確立 し,タン･マ
ラカとインドネシア独立運動史研究に新生面をひ
らいた画期的な労作である｡訳者に敬意を表 した
い｡
タン･マラカはひと筋の光を放ちながらアジア
の革命の舞台から消えていったようにみえる｡ し
かしその光菅のきらめきと射程の長さはほとんど
比類がない｡いま,あらためて 『牢獄から牢獄へ』
を読み返して思うのは,思想の有効性, あるいは
思想の孤独といったことがらである｡ むろん, こ
こでいう思想とは,現実の政治にただちに還元さ
れるようなものではない｡それは誓えていえば,
遠い宇宙の彼方の深い闇にむかって放たれた光
が,何光年かの後,反射して返ってくる- そう
いう光を発する光源体のようなものをさしている｡
ナショナリズムの運命やイデオロギーの終蔦がう
んぬんされる今日,そうした稀な光源体であるタ
ン･マラカの自伝が英訳されたことは,ひとり東
南アジア研究のみならず,世界の政治思想史研究
にとって意義深いものと信ずる｡
なお,訳者はオース トラリア,ニューサウス
ウェールズ大学のⅠnformationManagementの
講師である｡
(押川典昭 ･東南アジア比較文学研究)
